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1 は じ め に

キャベツ苗の有効利用に関する参考資料を得るため,貯

蔵における温度の高低と期間の長短が苗体並びにその後の

生育に及ぼす影響について検討を行なった。

2試 験 方 法

(1)供試苗 : 4月 25日 には種した32日 目のポリボット

植苗YR 50号 を用いた。大きさは草丈 198“ ,葉数59枚 ,

葉長 9 0cR,葉幅 7 2 rIB,地上部重 73″ ,地下部重 14′

である。

(2)試験区 : 無貯蔵区を対照として,10日 貯蔵の 2℃

区,6℃区,10C区 ,20日 貯蔵の 2C区,6℃ 区,10C区 .

30日貯蔵の 2C区 ,6℃区,10C区の10区を設けた。試験
規模は,苗の貯蔵は 1区 100株 ,圃場栽培は 1区面積 125

″50株の 1連制である。

(3)苗の貯蔵 : 所定温度の冷風低温室内に暗条件で収

容した。

14)本田での栽培 : 福島市飯坂町東北農試構内の洪積

土の桑園跡地に植付けた。定植時期は貯蔵期間だけ移動す

るため 5月 27日 ～ 6月 26日 にわたった。施肥量は10`当 た

りN25り ,P20515″ ,K2020切 とし,ほかにバーク堆肥

10t,苦土石灰 30″を全量元肥として施 した。栽植距離は

60“ x40rIBと した。

(5)調査 : 貯蔵苗については一般項目,糖類並びに無
機養分の分析を行なった。本国における生育調査は定植後

15日 と30日 に行ない.収穫調査は定植後貯蔵区は56日 目,

表2 貯蔵苗の無機成分組成 (乾物百分率 )

無貯蔵区は59日 目に行なった。収穫期の調査は生育中庸な

10株を掘取り,一般項目のほかに外葉,茎,結球部及び地

下部に分けて養分含有率等を測定した。

3試 験 結 果

苗形質の変化について表 1に概要を示した。草丈はほと

んど差異がなく,葉数は貯蔵温度が高いほど減少し,下葉
の落葉や黄化葉数は増加した。その結果,最大葉の葉長葉

幅は小さくなり,葉緑素計による葉色値も減退し,地上部
の比率は低下する傾向が認められた。

注 中:葉緑素計 SPAD-501に よる指示値

貯蔵苗の養分含有率は表 2に示した。K20と P206は地

上部,地下部とも概ね同程度含まれ,その他の成分は地上

部に多い。貯蔵処理によって各成分含有率は変動 し,特に

表 1 貯蔵定植苗の計量形質

地 上 部 地 下 部

全N 蛋自N非蛋N P206 K20 CaO MgO 全N 蛋自N非蟹N P205 K20 Ca0
17 13 37 15

10日

2C
6

10

52   31   22   17   51   47   13
54   2,   27   19   53   46   13
60   22   38   22   59   41   12

38   20   15   16   48   28   07
41   23   19   19   48   24   08
41   22   19   21   47   20   07

20日

2C
6

10

26   29    17   52   50   14
22   37   20   56   47   14
14   50   25   60   38   11

40   23    17    17   50   24   08
40   20   19   19   51   20   07
41   18   23   23   49   16   07

30日

2℃

6

10

15
13
1210

38   21   1,   16   45   19   07
41   21   21   18   48   26   08
40   19   21   20   47   15   07
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蛋自態 Nは減少し非蛋白態 Nは増加 した。糖類では非還元

糖濃度力測低下した。

1株当たりの含有量は各成分とも貯蔵温度が高いほど減

少する傾向がみられる。特に含有率と同様に非蛋自態 Nの

表 3 本目における生育と収獲期調査

無 貯 蔵

よる差異は認められなかった。

4 ま  と  め

キャベッ苗の低温貯蔵による変化は,養分の吸収 補給
の進断と,貯蔵期間が比較的長期間にわたったための体成

分の分解損耗による生活機能の低下や生育の遅延を内容と

する障害が進行したものと考えられる。

本試験の要因設定の範囲では,貯蔵の悪影響は積算温度

と比例的な関係は認められず,期間の長短より温度の高い

場合に大きい傾向が認められた。10Cの比較的高温よりも

2Cのような低温域での貯蔵効果が大きい。これは低温域
でのQ10値が高く呼吸作用が著しく抑制されるためと推察

される。

苗の貯蔵について,崎山らうは OC～ 1℃ で 2週間は堀

り上げた苗と変らないこと,林 ら)は実用的には2℃ 20日

増加と非遺元糖の減少が顕著で苗生体内における異常な物

質代謝の一端を表わしているものとみられた。糖の減少は

最初の10日間に急激に減少し, 10℃>6℃ >2℃ の傾向を

示した。地上部の非還元糖の減少傾向が顕著で図 1の とお

りであった。

本国における生育と収穫期の調査結果を表 3に示した。

栽培時期が貯蔵期間によって異なるため比較はそれぞれの

貯蔵期間毎の処理温度間が中心である。活着率は,貯蔵温

度が 2Cや 6℃ では30日貯蔵までいずれも100%であった

が.10℃ の20日貯蔵は83%,30日 貯蔵は 2%と極端に低く

その後の生育調査は継続できなかった。定植15日 ,30日 の

葉の大きさや株張りは貯蔵温度が高いほど悪影響は大きい

傾向がみられた。収穫期の調査では,重量や球部の比率は

2C, 6℃ ,10℃ の順に減少する傾向がみられ,その程度

は貯蔵期間が長いほど較差も大きい。収穫期の部位毎の含

有率や 1株当たり含有量の数値は省略したが,貯蔵温度に
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一

間までとの報告がある。本試験ではボット植え土付苗を対

象としており,苗の形態変化,体成分変動,日場での生育
などを総合して考えると,温度は2Cが望ましく期間30日

程度は実用的に利用可能な範囲内とみられる。こうした条

件内での苗貯蔵は,余剰苗の有効利用や定植作業幅の拡大

等に活用できよう。
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図 1 貯蔵苗の糖含有量

定 植 15日 目 定植30日 目
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